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(57)【要約】
【課題】災害情報の警戒レベルに応じて、ユーザー認証
と、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停
止のいずれかの特定の動作モードへの切り替えとが制御
されること。
【解決手段】システム制御部２２２は、災害情報取得部
２１８によって取得された災害情報の警戒レベルに応じ
て、ユーザー認証機能部２１９によるユーザー認証と、
動作モード切替部２２０による第１の節電モード、第２
の節電モードおよび緊急停止のいずれかの特定の動作モ
ードへの切り替えとを制御する。これにより、地震など
の緊急災害時での警戒レベルに応じてユーザー認証機能
を解除することができ、併せて火災などを伴う定着部の
ヒーターなどの熱源への電力を低減させたりする節電モ
ード、又は緊急停止への選択的な切り替えを行うことが
できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー認証を行うユーザー認証機能部と、
　現動作モードを特定の動作モードに切り替える動作モード切替部と、
　警戒レベルを示す災害情報を取得する災害情報取得部と、
　前記警戒レベルに応じて、前記ユーザー認証機能部によるユーザー認証動作と、前記動
作モード切替部による切り替え動作とを制御するシステム制御部とを備え、
　前記特定の動作モードは、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止のいず
れかである
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記システム制御部は、
　前記警戒レベルが第１の判断レベル未満のとき、前記ユーザー認証機能部によるユーザ
ー認証を維持させ、前記動作モード切替部に前記現動作モードを前記第１の節電モードに
切り替えさせ、
　前記警戒レベルが前記第１の判断レベル以上で第２の判断レベル未満のとき、前記ユー
ザー認証機能部によるユーザー認証を解除させ、前記動作モード切替部に前記現動作モー
ドを前記第２の節電モードに切り替えさせ、
　前記警戒レベルが前記第２の判断レベル以上のとき、前記動作モード切替部に前記現動
作モードを前記緊急停止に切り替えさせる
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　画像形成装置を制御するためのコンピューターにより実行される画像形成プログラムで
あって、
　ユーザー認証機能部によりユーザー認証を行う工程と、
　動作モード切替部により現動作モードを特定の動作モードに切り替える工程と、
　災害情報取得部により警戒レベルを示す災害情報を取得する工程と、
　システム制御部により、前記警戒レベルに応じて、前記ユーザー認証機能部によるユー
ザー認証動作と、前記動作モード切替部による切り替え動作とを制御する工程とを前記コ
ンピューターに実行させ、
　前記特定の動作モードは、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止のいず
れかである
　ことを特徴とする画像形成プログラム。
【請求項４】
　前記システム制御部は、
　前記警戒レベルが第１の判断レベル未満のとき、前記ユーザー認証機能部によるユーザ
ー認証を維持させ、前記動作モード切替部に前記現動作モードを前記第１の節電モードに
切り替えさせ、
　前記警戒レベルが前記第１の判断レベル以上で第２の判断レベル未満のとき、前記ユー
ザー認証機能部によるユーザー認証を解除させ、前記動作モード切替部に前記現動作モー
ドを前記第２の節電モードに切り替えさせ、
　前記警戒レベルが前記第２の判断レベル以上のとき、前記動作モード切替部に前記現動
作モードを前記緊急停止に切り替えさせる
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像形成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザー認証機能を備えた画像形成装置及び画像形成プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　たとえば、プリンター、多機能プリンター、複合機などのＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃ
ｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）である画像形成装置においては、個人情報や企業内機
密情報などが記憶されているものがある。これらの情報は、セキュリティーなどの観点か
ら外部に漏洩しないような対策が施されている。その一つとして、ユーザー認証機能を備
えたものがある。これは、ユーザーがパスワードやＩＤを入力し、それが登録されている
ものと一致した場合に認証を受けることができ、認証を受けたユーザーのみが特定の情報
を出力することができるようにしたものである。
【０００３】
　ところで、このような画像形成装置では、地震などの緊急災害時において、たとえば予
め登録されている避難支援情報などの印刷が可能とされているものがある。ところが、ユ
ーザー認証機能を備えた画像形成装置では、緊急災害時でのユーザー認証が旨くいかず、
避難支援情報などの印刷が行えないといったような事態が予測される。
【０００４】
　また、地震などの緊急災害時においては、画像形成装置自体が転倒したり破壊される程
の大規模災害（大地震など）が発生すると、定着部のヒーターなどの熱源による火災発生
、高圧電源部による感電、トナーなどの飛散を防止するために、画像形成装置を緊急停止
させるなどの措置が求められている。
【０００５】
　この場合、特許文献１で示されている、ユーザー認証装置によるユーザー認証方法を適
用することが考えられる。これは、緊急事態を示す信号が入力したとき、ユーザー認証機
能を解除し、ユーザー認証無しでの監視システムの操作を可能にしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－０１４０５１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した特許文献１でのユーザー認証方法では、緊急時に通常運用時のユーザー管理に
従わず、全てのユーザーに操作権を解放することが可能となり、誰もが監視場所の状況の
把握が可能となる。
【０００８】
　ところが、特許文献１でのユーザー認証方法では、緊急事態を示す信号のレベル又は内
容に応じてユーザー認証機能を解除するようになっていない。そのため、このユーザー認
証方法を、上述した画像形成装置に適用しようとすると、地震などの緊急災害時での警戒
レベルにかかわらず、ユーザー認証機能が解除されてしまうという問題があった。
【０００９】
　また、地震などの緊急災害時での警戒レベルに応じて、火災などを伴う定着部のヒータ
ーなどの熱源への電力を低減させたりする節電モード、又は緊急停止への選択的な切り替
えを行うことができないという問題もあった。
【００１０】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、上記問題点を解消することが
できる画像形成装置及び画像形成プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の画像形成装置は、ユーザー認証を行うユーザー認証機能部と、現動作モードを
特定の動作モードを切り替える動作モード切替部と、警戒レベルを示す災害情報を取得す
る災害情報取得部と、前記警戒レベルに応じて、前記ユーザー認証機能部によるユーザー
認証動作と、前記動作モード切替部による切り替え動作とを制御するシステム制御部とを
備え、前記特定の動作モードは、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止の
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いずれかであることを特徴とする。
　また、前記システム制御部は、前記警戒レベルが第１の判断レベル未満のとき、前記ユ
ーザー認証機能部によるユーザー認証を維持させ、前記動作モード切替部に前記現動作モ
ードを前記第１の節電モードに切り替えさせ、前記警戒レベルが前記第１の判断レベル以
上で第２の判断レベル未満のとき、前記ユーザー認証機能部によるユーザー認証を解除さ
せ、前記動作モード切替部に前記現動作モードを前記第２の節電モードに切り替えさせ、
前記警戒レベルが前記第２の判断レベル以上のとき、前記動作モード切替部に前記現動作
モードを前記緊急停止に切り替えさせることを特徴とする。
　本発明の画像形成プログラムは、画像形成装置を制御するためのコンピューターにより
実行される画像形成プログラムであって、ユーザー認証機能部によりユーザー認証を行う
工程と、動作モード切替部により現動作モードを特定の動作モードに切り替える工程と、
災害情報取得部により警戒レベルを示す災害情報を取得する工程と、システム制御部によ
り、前記警戒レベルに応じて、前記ユーザー認証機能部によるユーザー認証動作と、前記
動作モード切替部による切り替え動作とを制御する工程とを前記コンピューターに実行さ
せ、前記特定の動作モードは、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止のい
ずれかであることを特徴とする。
　また、前記システム制御部は、前記警戒レベルが第１の判断レベル未満のとき、前記ユ
ーザー認証機能部によるユーザー認証を維持させ、前記動作モード切替部に前記現動作モ
ードを前記第１の節電モードに切り替えさせ、前記警戒レベルが前記第１の判断レベル以
上で第２の判断レベル未満のとき、前記ユーザー認証機能部によるユーザー認証を解除さ
せ、前記動作モード切替部に前記現動作モードを前記第２の節電モードに切り替えさせ、
前記警戒レベルが前記第２の判断レベル以上のとき、前記動作モード切替部に前記現動作
モードを前記緊急停止に切り替えさせることを特徴とする。
　本発明の画像形成装置及び画像形成プログラムでは、システム制御部により、災害情報
取得部によって取得された災害情報の警戒レベルに応じて、ユーザー認証機能部によるユ
ーザー認証と、動作モード切替部による第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急
停止のいずれかの特定の動作モードへの切り替えとを制御することができる。
　なお、上述した第１の節電モードとは、たとえばタッチパネルやランプなどを消灯し、
消費電力を低減する低電力モードである。この低電力モードでは、印刷データやＦＡＸな
ど受信すると自動的に復帰して印刷可能なモードに移行する。
　また、上述した第２の節電モードとは、たとえばタッチパネルやランプを消灯するとと
もに、定着部の温度を下げて消費電力を最小にするスリープモードである。このスリープ
モードでは、印刷データやＦＡＸなど受信すると自動的に復帰して印刷可能なモードに移
行する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の画像形成装置及び画像形成プログラムによれば、災害情報の警戒レベルに応じ
て、ユーザー認証と、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止のいずれかの
特定の動作モードへの切り替えとが制御されるため、地震などの緊急災害時での警戒レベ
ルに応じてユーザー認証機能を解除することができ、併せて火災などを伴う定着部のヒー
ターなどの熱源への電力を低減させたりする節電モード、又は緊急停止への選択的な切り
替えを行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の画像形成装置の一実施形態を説明するための図である。
【図２】図１の画像形成装置の構成を説明するための図である。
【図３】図１の情報配信サーバーから得られる災害情報に基づいた制御リストについて説
明するための図である。
【図４】図１の画像形成装置における災害情報に基づいた制御処理について説明するため
のフローチャートである。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の画像形成装置の一実施形態を、図１～図４を参照しながら説明する。な
お、以下に説明する画像形成装置は、たとえば、プリンター、多機能プリンター、ＭＦＰ
（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）などであるものとする。
【００１５】
　まず、図１に示すように、画像形成装置２００は、インターネットなどのネットワーク
３００を介して情報配信局の情報配信サーバー１００に接続されている。
【００１６】
　情報配信サーバー１００は、地震、津波、異常気象などの各種の災害が発生した場合に
、その発生した災害に関する災害情報をネットワーク３００を介して配信する。
【００１７】
　次に、図２を参照し、画像形成装置２００の構成について説明する。画像形成装置２０
０は、制御部２１０、スキャナー部２３０、プリンター部２３１、ＦＡＸ部２３２、Ｉ／
Ｆ２３３、パネル部２３４、ＨＤＤ２３５を備えている。
【００１８】
　スキャナー部２３０は、イメージセンサ（図示省略）によって読み取られる原稿の画像
データを制御部２１０に入力する。すなわち、スキャナー部２３０は、イメージセンサ（
図示省略）からの原稿の画像信号をデジタルの画像データに変換し、順次、制御部２１０
に入力する。
【００１９】
　プリンター部２３１は、制御部２１０から出力される画像データに基づき、用紙上に画
像をプリントする。ＦＡＸ部２３２は、制御部２１０から出力される画像データを、電話
回線を通じ相手方となるファクシミリへと送信し、また、相手方ファクシミリからの画像
データを受信して制御部２１０に入力する。すなわち、ＦＡＸ部２３２は、図示しないＮ
ＣＵ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）により電話回線との接続を制御しつ
つ、制御部２１０から出力される画像データを圧縮し変調して、相手方ファクシミリへと
送信する。また、ＦＡＸ部２３２は、ＮＣＵにより電話回線と接続しつつ、相手方ファク
シミリからの画像データを復調し伸張して、制御部２１０に入力する。
【００２０】
　Ｉ／Ｆ２３３は、ネットワーク３００を介し、たとえば情報配信サーバー１００との間
でのデータの送受信を可能としている。なお、Ｉ／Ｆ２３３は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａ
ｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）などを介してクライアント端末などとの間でのデータの送受信
を行うことも可能である。
【００２１】
　パネル部２３４は、画像形成装置２００のプリンター機能、ＦＡＸ機能、スキャン機能
のいずれかの選択や、各種設定などのための表示を行う。
【００２２】
　ＨＤＤ２３５には、画像形成装置２００の種々の機能を提供するためのプログラムなど
が記憶されている。プログラムとしては、コピー機能を提供するコピー機能提供プログラ
ム、プリント機能を提供するプリント機能提供プログラム、スキャナー機能を提供するス
キャナー機能提供プログラム、ＦＡＸ機能を提供するＦＡＸ機能提供プログラムなどであ
る。また、ＨＤＤ２３５には、ユーザー認証に用いられるユーザー情報であるパスワード
やＩＤなども登録されている。
【００２３】
　制御部２１０は、画像形成装置２００全体の動作を制御するものであり、スキャナー制
御部２１１、プリンター制御部２１２、ＦＡＸ（Ｆａｃｓｉｍｉｌｅ）制御部２１３、Ｒ
ＡＭ２１４、ＲＯＭ２１５、通信制御部２１６、パネル表示制御部２１７、災害情報取得
部２１８、ユーザー認証機能部２１９、動作モード切替部２２０、ＨＤＤ制御部２２１、
システム制御部２２２を備えている。また、これらは、データバス２２３に接続されてい
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る。
【００２４】
　スキャナー制御部２１１は、スキャナー部２３０の読み取り動作を制御する。プリンタ
ー制御部２１２は、プリンター部２３１のプリント動作を制御する。ＦＡＸ制御部２１３
は、ＦＡＸ部２３２による画像データの送受信動作を制御する。
【００２５】
　ＲＡＭ２１４は、プログラムを実行するためのワークメモリである。ＲＯＭ２１５には
、各部の動作チェックなどを行うＢｏｏｔ　Ｌｏａｄｅｒ（制御プログラム）などが記憶
されている。通信制御部２１６は、Ｉ／Ｆ２３３を介し情報配信サーバー１００などとの
間でのデータの送受信を制御する。パネル表示制御部２１７は、パネル部２３４の表示動
作を制御する。
【００２６】
　災害情報取得部２１８は、情報配信サーバー１００からの災害情報を取得する。ユーザ
ー認証機能部２１９は、パネル部２３４などを介して入力されたユーザー情報であるパス
ワード及びＩＤと、既にＨＤＤ２３５に登録されているパスワード及びＩＤとを照合し、
一致した場合にユーザー情報を入力したユーザーに操作権利があると判断する。また、ユ
ーザー認証機能部２１９は、詳細は後述するが、災害情報取得部２１８が取得した災害情
報の警戒レベルに応じた後述の制御リスト４００に基づき、ユーザー認証機能の維持又は
解除を行う。
【００２７】
　動作モード切替部２２０は、詳細は後述するが、災害情報取得部２１８が取得した災害
情報の警戒レベルに応じた後述の制御リスト４００に基づき、画像形成装置２００の現動
作モードを特定の動作モードに切り換える。現動作モードとは、実行中の動作モードのこ
とであり、たとえば第１の節電モード、第２の節電モード、緊急停止および通常モードの
いずれかである。第１の節電モードとは、たとえばタッチパネル（パネル部２３４）やラ
ンプ（図示省略）などを消灯し、消費電力を低減する低電力モードである。この低電力モ
ードでは、印刷データやＦＡＸなど受信すると自動的に復帰して印刷可能な通常モードに
移行する。また、第２の節電モードとは、たとえばタッチパネル（パネル部２３４）やラ
ンプ（図示省略）を消灯するとともに、定着部（図示省略）の温度を下げて消費電力を最
小にするスリープモードである。このスリープモードでは、印刷データやＦＡＸなど受信
すると自動的に復帰して印刷可能な通常モードに移行する。また、特定の動作モードとは
、動作モードのうち、第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止のいずれかで
ある。なお、現動作モードと、動作モード切替部２２０によって切り換えられた特定の動
作モードが同じ動作モードの場合もある。その場合でも、現動作モードから特定の動作モ
ードになったという意味合いで、現動作モードを特定の動作モードに切り換えることと同
義と見なすものとする。
【００２８】
　ＨＤＤ制御部２２１は、ＨＤＤ２３５に対するデータの書き込みや読み出しなどを制御
する。システム制御部２２２は、災害情報取得部２１８、ユーザー認証機能部２１９、動
作モード切替部２２０などの連携動作などを制御する。
【００２９】
　次に、図３を参照し、情報配信サーバー１００から配信される災害情報の警戒レベルに
応じた制御リスト４００について説明する。なお、以下に示す災害情報はたとえば地震に
関するものとする。
【００３０】
　まず、情報配信サーバー１００から配信される災害情報には、警戒レベル１～６を示す
データが含まれているものとする。ちなみに、警戒レベル１は震度１～２程度を示してい
る。警戒レベル２は、震度３を示している。警戒レベル３は、震度４を示している。警戒
レベル４は、震度５弱を示している。警戒レベル５は、震度５強～震度６弱を示している
。警戒レベル６は、震度６強以上を示している。
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【００３１】
　ちなみに、震度１～２程度では、屋内で揺れをわずかに感じる人がいる、と言われてい
る。また、震度３では、屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じる、と言われている。震
度４では、歩いている人のほとんどが、揺れを感じる、と言われている。震度５弱では、
固定していない家具が移動することがある、と言われている。震度５強～震度６弱では、
大半の人が、物につかまらないと歩くことが難しい、と言われている。震度６強以上では
、立っていることができず、はわないと動くことができない、と言われている。
【００３２】
　本実施形態での制御リスト４００では、警戒レベル１～２の震度１～３の場合、ユーザ
ー認証機能維持、第１の節電モード（低電力モード）となっている。また、警戒レベル３
～５の震度４～６弱の場合、ユーザー認証機能解除、第２の節電モード（スリープモード
）となっている。また、警戒レベル６の震度６強以上の場合、緊急停止となっている。
【００３３】
　なお、第１の節電モード（低電力モード）とは、上述したように、たとえばタッチパネ
ル（パネル部２３４）やランプ（図示省略）などを消灯し、消費電力を低減する低電力モ
ードである。また、第２の節電モード（スリープモード）とは、上述したように、たとえ
ばタッチパネル（パネル部２３４）やランプ（図示省略）を消灯するとともに、定着部（
図示省略）の温度を下げて消費電力を最小にするスリープモードである。
【００３４】
　次に、図４を参照し、画像形成装置２００における災害情報に基づいた制御処理につい
て説明する。なお、以下の説明において、システム制御部２２２は、図３に示した警戒レ
ベル１～６のうち、警戒レベル３を第１の判断レベルとし、警戒レベル６を第２の判断レ
ベルとし、ユーザー認証機能部２１９によるユーザー認証と、動作モード切替部２２０に
よる特定の動作モードへの切り替えとを制御するものとする。
【００３５】
　まず、システム制御部２２２は、災害情報取得部２１８によって情報配信サーバー１０
０からの災害情報が取得されたかを判断する（ステップＳ１０１）。災害情報取得部２１
８によって情報配信サーバー１００からの災害情報が取得されなかった場合は（ステップ
Ｓ１０１：Ｎｏ）、取得待ちとなる。これに対し、災害情報取得部２１８によって情報配
信サーバー１００からの災害情報が取得された場合（ステップＳ１０１：Ｙｅｓ）、シス
テム制御部２２２は第１の判断レベル以上（警戒レベル３以上）かどうかを判断する（ス
テップＳ１０２）。
【００３６】
　システム制御部２２２は、第１の判断レベル未満（警戒レベル３未満）であると判断す
ると（ステップＳ１０２：Ｎｏ）、ユーザー認証機能部２１９に対し、ユーザー認証機能
を維持させる。また、動作モード切替部２２０に現動作モードを第１の節電モード（低電
力モード）に切り替えさせる（ステップＳ１０３）。なお、画像形成装置２００が第１の
節電モード（低電力モード）である場合は、第１の節電モード（低電力モード）を継続さ
せる。このように、画像形成装置２００を第１の節電モード（低電力モード）とすること
で、さらに警戒レベルが高まった場合、第２の節電モード（スリープモード）又は緊急停
止への移行を速やかに行わせることができる。
【００３７】
　これに対し、システム制御部２２２は、第１の判断レベル以上（警戒レベル３以上）で
あると判断すると（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ）、第２の判断レベル以上（警戒レベル６
以上）かどうかを判断する（ステップＳ１０４）。
【００３８】
　システム制御部２２２は、第２の判断レベル未満（警戒レベル６未満）であると判断す
ると（ステップＳ１０４：Ｎｏ）、ユーザー認証機能部２１９に対し、ユーザー認証機能
を解除させる。また、動作モード切替部２２０に現動作モードを第２の節電モード（スリ
ープモード）に切り替えさせる（ステップＳ１０５）。なお、画像形成装置２００が第２
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の節電モード（スリープモード）である場合は、第２の節電モード（スリープモード）を
継続させる。このように、ユーザー認証機能を解除させることで、緊急災害時であっても
ユーザー認証を行うことなく、避難支援情報などの印刷を速やかに行うことができる。ま
た、画像形成装置２００を第２の節電モード（スリープモード）とすることで、さらに警
戒レベルが高まった場合、緊急停止への移行を速やかに行わせることができる。
【００３９】
　これに対し、システム制御部２２２は、第２の判断レベル以上（警戒レベル６以上）で
あると判断すると（ステップＳ１０４：Ｙｅｓ）、動作モード切替部２２０に対し、緊急
停止を行わせる（ステップＳ１０６）。このように、画像形成装置２００を緊急停止させ
ることで、画像形成装置２００が転倒した場合であっても、定着部のヒーターなどの加熱
を防止することができ、火災などの二次災害の発生を防止することができる。
【００４０】
　このように、本実施形態において、システム制御部２２２は、災害情報取得部２１８に
よって取得された災害情報の警戒レベル１～６に応じて、ユーザー認証機能部２１９によ
るユーザー認証と、動作モード切替部２２０による第１の節電モード、第２の節電モード
および緊急停止のいずれかの特定の動作モードへの切り替えとを制御する。
【００４１】
　なお、上述した第１の節電モードとは、上述したように、たとえばタッチパネル（パネ
ル部２３４）やランプ（図示省略）などを消灯し、消費電力を低減する低電力モードであ
る。この低電力モードでは、印刷データやＦＡＸなど受信すると自動的に復帰して印刷可
能なモードに移行する。
【００４２】
　また、上述した第２の節電モードとは、上述したように、たとえばタッチパネル（パネ
ル部２３４）やランプ（図示省略）を消灯するとともに、定着部（図示省略）の温度を下
げて消費電力を最小にするスリープモードである。このスリープモードでは、印刷データ
やＦＡＸなど受信すると自動的に復帰して印刷可能なモードに移行する。
【００４３】
　具体的には、システム制御部２２２は、警戒レベル１～６が第１の判断レベル未満（警
戒レベル３未満）のとき、ユーザー認証機能部２１９によるユーザー認証を維持させ、動
作モード切替部２２０に現動作モードを第１の節電モード（低電力モード）に切り替えさ
せ、警戒レベル１～６が第１の判断レベル以上（警戒レベル３以上）で第２の判断レベル
未満（警戒レベル６未満）のとき、ユーザー認証機能部２１９によるユーザー認証を解除
させ、動作モード切替部２２０に現動作モードを第２の節電モード（スリープモード）に
切り替えさせ、警戒レベル１～６が第２の判断レベル以上（警戒レベル６以上）のとき、
動作モード切替部２２０に現動作モードを緊急停止に切り替えさせるようにした。
【００４４】
　これにより、災害情報の警戒レベルに応じて、ユーザー認証と、第１の節電モード、第
２の節電モードおよび緊急停止のいずれかの特定の動作モードへの切り替えとが制御され
るため、地震などの緊急災害時での警戒レベル１～６に応じてユーザー認証機能を解除す
ることができ、併せて火災などを伴う定着部のヒーターなどの熱源への電力を低減させた
りする節電モード、又は緊急停止への選択的な切り替えを行うことができる。
【００４５】
　特に、ユーザー認証機能を解除させることで、緊急災害時であってもユーザー認証を行
うことなく、避難支援情報などの印刷を速やかに行うことができる。また、警戒レベル１
～６が第２の判断レベル以上（警戒レベル６以上）のとき、動作モード切替部２２０に現
動作モードを緊急停止に切り替えさせることで、定着部のヒーターなどの熱源による火災
発生、高圧電源部による感電、トナーなどの飛散を防止することができ、火災などの二次
災害の発生を防止することができる。
【００４６】
　なお、本実施形態では、情報配信サーバー１００から得られる災害情報を、地震に関す
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あってもよい。
【００４７】
　また、災害情報は、情報配信サーバー１００からのものに限らず、テレビジョン放送又
はラジオ放送から得られるものであってもよい。この場合、テレビジョン放送又はラジオ
放送から得られる災害情報は、たとえば予報、警報、特別警報となっているため、これら
を判断レベルとすることで、ユーザー認証機能部２１９によるユーザー認証と、動作モー
ド切替部２２０による第１の節電モード、第２の節電モードおよび緊急停止のいずれかの
特定の動作モードへの切り替えとを制御することができる。
【００４８】
　また、警戒レベル１～６がたとえば第２の判断レベル以上（警戒レベル６以上）のとき
、システム制御部２２２がＨＤＤ２３５に記録されている機密情報などを強制的に削除す
るような制御を行ってもよい。これにより、緊急災害時であっても機密情報などの漏洩を
確実に防止することができる。
【符号の説明】
【００４９】
１００　情報配信サーバー
２００　画像形成装置
２１０　制御部
２１１　スキャナー制御部
２１２　プリンター制御部
２１３　ＦＡＸ制御部
２１４　ＲＡＭ
２１５　ＲＯＭ
２１６　通信制御部
２１７　パネル表示制御部
２１８　災害情報取得部
２１９　ユーザー認証機能部
２２０　動作モード切替部
２２１　ＨＤＤ制御部
２２２　システム制御部
２２３　データバス
２３０　スキャナー部
２３１　プリンター部
２３２　ＦＡＸ部
２３３　Ｉ／Ｆ
２３４　パネル部
２３５　ＨＤＤ
３００　ネットワーク
４００　制御リスト
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